
■ T2－D 008
 

問４ 軽水炉で使用されている原子燃料に関する記述として，誤っているものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

(1) 中性子を吸収して核分裂を起こすことのできる核分裂性物質には，ウラン

235 やプルトニウム 239 がある。 

(2) ウラン燃料は，二酸化ウランの粉末を焼き固め，ペレット状にして使用され

る。 

(3) ウラン燃料には，濃縮度 90 ％程度の高濃縮ウランが使用される。 

(4) ウラン 238 は中性子を吸収してプルトニウム 239 に変わるので，親物質と呼

ばれる。 

(5) 天然ウランは約 0.7 ％のウラン 235 を含み，残りはほとんどウラン 238 であ

る。 
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問５ 分散型電源に関する記述として，誤っているものを次の(1)～(5)のうちから

一つ選べ。 

 

(1) 太陽電池で発生した直流の電力を交流系統に接続する場合は，インバータに

より直流を交流に変換する。連系保護装置を用いると，系統の停電時などに電

力の供給を止めることができる。 

(2) 分散型電源からの逆潮流による系統電圧上昇を抑制する手段として，分散型

電源の出力抑制や，電圧調整器を用いた電圧の制御などが行われる。 

(3) 小水力発電では，河川や用水路などでの流込み式発電が用いられる場合が多

い。 

(4) 洋上の風力発電所と陸上の系統の接続では，海底ケーブルによる直流送電が

用いられることがある。直流送電では，ケーブルを用いて送電する場合でも，

定常的な充電電流が流れないため，その補償が不要である。 

(5) 一般的な燃料電池発電は，水素と酸素との吸熱反応を利用して電気エネル

ギーを作る発電方式であり，負荷変動に対する応答が早い。 
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